
自動車騒音（指標２２資料） 

    幹線道路に面する地域における環境基準の達成状況を把握するため、騒音規制法第 18 条に基づき、自動車騒音の常時監視を行

った。 

  延長 2,546.2km の主要幹線道路に面する影響を受ける地域のうち、89,910 戸の住居等について調査した結果は表１のとおりで

あり 84,430 戸(全体の 93.9％)の住居等で環境基準を達成し、平成 24 年度の全国集計値（92.6％）を上回る結果であった。 

 

表１ 環境基準達成状況の評価結果 

  
評価区間延長 

（単位：km） 

評価区間数 

（単位：区間） 

評   価   結   果   （単位：戸） 

住居等戸数 
昼夜とも 

基準値以下 

昼のみ 

基準値以下 

夜のみ 

基準値以下 

昼夜とも 

基準値超過 

高速自動車国道 66.7  43 781 
774 1 1 5 

(99.1%) (0.1%) (0.1%) (0.6%) 

一般国道 928.2  374 34,579 
31,618 612 322 2,027 

(91.4%) (1.8%) (0.9%) (5.9%) 

県   道 1,540.7  419 52,944 
50,332 132 736 1,744 

(95.1%) (0.2%) (1.4%) (3.3%) 

4 車線以上の 
10.6  12 3,002 

2,794 59 47 102 

市町村道 (93.1%) (2.0%) (1.6%) (3.4%) 

             (注) 
2,546.2  848 89,910 

84,430 795 1,043 3,642 

合   計 (93.9%) (0.9%) (1.2%) (4.1%) 

(注) 合計欄の戸数は、複数評価区間の重複計上分を除いて計上している。 
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参考資料１



 

 水環境（指標２４，２５資料） 

 (1) 公共用水域の水質測定結果の概要 

  ・健康項目 

   カドミウム、全シアン等 27 項目の健康項目について、河川 75 地点、湖沼 10 地点、海域 25 地点で調査した。結果は、表 1

のとおりである。砒素が 4 河川 5 地点で環境基準を超過した。八坂川は上流の休廃止鉱山、大分川・朝見川・町田川について

は上流域の温泉に起因する自然的なものが原因と思われるが、いずれも水道水等利水上の影響は生じていない。 

その他の項目は全て達成した。 

 

表 1 健康項目に係る環境基準の達成状況 

区  分 調査地点数 超過地点数 
超過河川名等 平均値 

(mg/l ) 

基準値 

(mg/l) 河川名 調査地点 測定回数 超過項目 

河  川 75(62) 5(5) 

大分川 川西
かわにし

橋
ばし

 ６回/年 砒素 0.011 

0.01 

八坂川 大左右
だ い そ う

橋
ばし

 ６回/年 砒素 0.015 

八坂川 永世
な が せ

橋
ばし

下
した

 ６回/年 砒素 0.014 

朝見川 藤
とうすけ

助橋
ばし

 ６回/年 砒素 0.014 

町田川 潜
くぐりいし

石橋
ばし

 ６回/年 砒素 0.021 

湖  沼 10(10) 0 － － － － － 
－ 

海  域 25(25) 0 － － － － － 

合  計 110(97) 5(5) － － － － － － 

(  )内は大分市内を除いた数（再掲） 
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  ・生活環境項目 

河川におけるＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)、湖沼及び海域におけるＣＯＤ(化学的酸素要求量)については、環境基準点を

定めている河川 43 水域、湖沼 2 水域、海域 21 水域で調査した。結果は、表 2 のとおりである。 

環境基準達成率は、河川が 83.7％、湖沼 100％、海域が 66.7％であった。 

達成しなかった水域は、河川では犬丸川、伊呂波川、武蔵川、丹生川上流、大野川下流、臼杵川及び町田川の 7 水域、海域

では豊前地先海域、響灘及び周防灘、国東半島地先水域、別府湾中央水域、臼杵湾、津久見湾、南海部郡地先の 7 水域であっ

た。 

これは、生活排水のほか、夏期の降水量が少なかったことの影響が推察される。    

 

表 2 生活環境項目に係る環境基準の達成状況 

区  分 

25 年度 
24 年度 

達成率 

（％） 

23 年度 

達成率 

（％） 

24 年度全国 

達成率 

（％） 

 （注） 
達成率 

（％） 
類型指定 

水 域 数 

達  成 

水域数 

河 川 （BOD） 43(37) 36(32) 83.7  95.3  95.3  93.1  

湖 沼 （COD） 2(2) 2(2) 100  100  50.0  55.3  

海 域 （COD） 21(21) 14(14) 66.7  81.0  95.2  79.8  

合 計 66(60) 52(48) 78.8  90.9  93.9  88.6  

(  )内は大分市内を除いた数（再掲） 
     

（注）未達成水域 河川：犬丸川、伊呂波川、武蔵川、丹生川上流、大野川下流、臼杵川、町田川 
 

 
海域：豊前地先海域、響灘及び周防灘、国東半島地先水域、別府湾中央水域、臼杵湾、津久見湾、南海部郡地先 
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(指標２６資料）



一般廃棄物処理の推移(指標３３資料）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

1,218,666 1,221,511 1,216,425 1,213,921 1,205,597 1,204,155 1,205,534

ごみ総排出量 471,185 444,801 422,285 415,379 406,675 411,956 416,670

１人１日あたり排出量（g／人・日） 1,059 995 951 937 924 935 947

直接焼却（ｔ／年） 352,620 337,641 321,172 314,208 315,250 320,316 324,544

直接埋立（ｔ／年） 33,584 3,954 2,213 3,130 3,968 3,017 3,115

直接資源化（ｔ／年） 36,919 37,331 33,615 28,106 28,053 27,203 13,330

高速堆肥化（ｔ／年） 0 688 1,110 757 650 683 878

その他（ｔ／年） 51,248 55,611 54,448 58,268 52,217 51,900 65,549

合計（ｔ／年） 474,371 435,225 412,558 404,469 400,138 403,119 407,416

集団回収量（ｔ／年） 8,887 8,441 8,766 8,472 8,215 7,461 7,172

中間処理後再生利用量（ｔ／年） 42,112 48,344 44,339 48,638 45,242 52,077 64,184

資源化量（ｔ／年） 79,031 85,675 77,954 76,744 73,295 79,280 77,514

資源化率（％） 16.7 19.7 18.9 19.0 18.3 19.7 19.0

リサイクル率（％） 18.2 21.2 20.6 20.6 20.0 21.1 20.4

※資源化率＝資源化量／ごみ処理量

　 リサイクル率＝（資源化量＋集団回収量）／（ごみ処理量＋集団回収量）

産業廃棄物処理の推移（指標３４資料）

H9 H12 H17 H21

3,684 3,623 3,866 3,953

うち動物のふん尿及び鉱さいを除いたもの 2,244 2,365 2,652 2,742

1,623 1,720 2,234 2,523

うち動物のふん尿及び鉱さいを除いたもの 477 730 1,405 1,524

44.1 47.5 57.8 63.8

うち動物のふん尿及び鉱さいを除いたもの 21.3 30.9 53.0 55.6

※産業廃棄物処理の推移は、廃棄物処理計画策定時に調査

排出量（千t／年）

再生利用量（千t／年）

再生利用率（％）

行政人口（人）

年度

排出量

処理量

資源化量

年度
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（指標３９,４０,４１資料）
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